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Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
金
曜
時
代
劇
「
お
登
勢
」
が
、
四
月
六
日
か�

ら
毎
週
金
曜
日
、
夜
九
時
十
五
分
か
ら
放
送
さ
れ
て
い
ま

す（
十
二
週
連
続
）。
放
送
中
の
「
お
登
勢
」
は
、
船
山
馨

原
作
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木
脚
本
、
沢
口
靖
子
主
演
で
、
明

治
初
め
に
洲
本
で
起
き
た
庚
午
事
変
な
ど
を
描
く
壮
大
な

歴
史
ロ
マ
ン
で
す
。�
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阿
波
藩
士
と
稲
田
家
臣�

と
の
確
執�

����
　
明
治
三
年
五
月
十
三
日
早
朝
、

事
変
が
起
こ
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
、
阿
波
本
藩
側
の
藩

士
た
ち
が
兵
士
を
率
い
て
、
下

屋
敷
の
益
習
館
や
宇
山
の
稲
田

九
郎
兵
衛
屋
敷
の
ほ
か
、
稲
田

家
家
来
の
家
を
次
々
に
攻
撃
し

ま
し
た
。
応
戦
し
た
ら
私
闘
に

な
り
、
主
家
に
迷
惑
が
か
か
る

と
判
断
し
た
稲
田
家
側
は
最
後

ま
で
無
抵
抗
を
貫
き
、
死
者
十

七
人
、
負
傷
者
二
十
人
、
焼
き

討
ち
に
あ
っ
た
家
屋
は
屋
敷
十

一
件
、
長
屋
十
三
棟
に
も
お
よ

ぶ
被
害
を
被
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
年
の
干
支
が
庚
午
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
庚
午
事
変
（
稲

田
騒
動
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
事

件
で
す
。�

���

　
江
戸
時
代
の
淡
路
は
、
阿
波

の
蜂
須
賀
氏
の
支
配
下
に
あ
り
、

洲
本
に
は
筆
頭
家
老
の
稲
田
氏

が
城
代
と
し
て
き
て
い
ま
し
た
。

稲
田
氏
は
、
阿
波
と
淡
路
に
一

万
四
千
五
百
石
と
い
う
大
名
な

み
の
知
行
地
を
も
ら
い
、
多
数

の
家
来
を
か
か
え
て
い
ま
し
た
。

豊
か
な
経
済
力
を
も
ち
、
公
卿

と
も
縁
組
み
す
る
な
ど
、
高
い

地
位
を
保
っ
て
い
た
稲
田
氏
は
、

幕
末
に
は
積
極
的
に
尊
王
攘
夷

運
動
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
稲
田
氏
の
家
臣
は
、

蜂
須
賀
氏
の
家
臣
か
ら
は
陪
臣

（
家
来
の
家
来
）
と
し
て
軽
く

見
ら
れ
な
が
ら
も
誇
り
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。�

���

　
と
こ
ろ
が
、
明
治
維
新
の
変

動
の
な
か
で
、
武
士
の
身
分
が

士
族
と
卒
族
に
分
け
ら
れ
、
禄

高
も
こ
の
身
分
に
応
じ
て
減
ら

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
明
治
二
年
六
月
二
十
四
日
、

阿
波
藩
へ
も
新
政
府
か
ら
版
籍

奉
還
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
う
禄
制
改
革
で
は
、
す

べ
て
の
藩
士
が
一
等
か
ら
九
等

の
士
族
に
分
け
ら
れ
、
禄
高
も

大
幅
に
切
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
稲
田
家
臣
た
ち
は
陪

臣
の
た
め
卒
族
に
編
入
さ
れ
、

稲
田
主
従
の
関
係
も
断
ち
切
ら

れ
、
阿
波
藩
か
ら
わ
ず
か
ば
か

り
の
手
当
が
給
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

稲
田
家
臣
は
将
来
の
生
活
へ
の

不
安
と
、
稲
田
家
と
の
主
従
関

係
が
切
れ
る
こ
と
へ
の
不
満
を

強
く
持
ち
ま
し
た
。�

　
そ
こ
で
稲
田
側
か
ら
本
藩
に

対
し
、
今
ま
で
ど
お
り
稲
田
九

郎
兵
衛
付
属
と
し
て
、
士
族
へ

の
編
入
を
嘆
願
す
る
一
方
、
新

政
府
に
対
し
阿
波
藩
か
ら
の
分

藩
独
立
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
運
動
に
対
し
、
本
藩
側

も
い
ろ
い
ろ
な
手
段
を
講
じ
、

両
者
の
対
立
反
目
は
、
日
ご
と

に
激
し
く
な
り
、
つ
い
に
庚
午

事
変
が
起
こ
り
ま
し
た
。�

���

　
こ
の
事
変
に
対
す
る
政
府
の

処
置
は
厳
し
く
、
本
藩
側
で
は
、

切
腹
や
伊
豆
八
丈
島
へ
の
流
罪

な
ど
百
二
十
五
人
が
処
分
さ
れ

ま
し
た
。�

　
一
方
、
稲
田
家
側
へ
は
、
北

海
道
日
高
国
静
内
郡
と
志
古
丹

島
の
開
拓
命
令
が
出
さ
れ
ま
し

た
。�

　
稲
田
家
で
は
、
ま
ず
重
臣
二

人
に
支
配
地
の
現
地
調
査
を
さ

せ
た
後
、
明
治
四
年
四
月
十
二

日
、
稲
田
家
臣
一
行
と
、
米
麦
、

農
具
、
家
具
な
ど
を
満
載
し
た

汽
船
が
洲
本
か
ら
一
路
静
内
へ

向
け
て
出
発
、
五
月
二
日
、
静

内
の
春
立
海
岸
に
上
陸
し
、
百

三
十
七
戸
五
百
四
十
六
人
の
移

住
が
実
現
し
ま
し
た
。�

　
当
時
の
静
内
町
は
、
樹
木
が

う
っ
そ
う
と
生
い
茂
り
、
道
も

川
に
沿
っ
た
小
道
し
か
な
い
状

態
で
、
開
墾
も
な
か
な
か
手
の

く
だ
し
よ
う
が
な
く
、
た
だ
樹

間
の
小
さ
な
原
っ
ぱ
を
わ
ず
か

に
二
、
三
反
開
い
て
大
根
を
蒔

き
付
け
す
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
農
業
な
ど
ま
っ
た
く
体
験
の

な
い
侍
で
、
指
導
者
と
し
て
淡

路
の
農
業
経
験
者
十
数
人
も
い

ま
し
た
が
、
気
候
風
土
の
違
う

北
海
道
の
農
法
に
は
ま
っ
た
く

経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
ま
た
、
七
月
三
十
一
日
に
は
、

洲
本
か
ら
携
帯
し
て
き
た
家
財

道
具
を
失
火
で
ほ
と
ん
ど
焼
失

し
、
加
え
て
洲
本
か
ら
の
第
二

陣
の
移
住
者
を
乗
せ
た
船
が
紀

州
国
周
参
見
沖
で
難
破
す
る
な

ど
の
不
幸
が
続
き
ま
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
惨
事
に
も
く
じ

け
る
こ
と
な
く
、
悲
壮
な
決
意

で
開
拓
を
進
め
て
い
っ
た
開
拓

者
精
神
は
、
今
も
な
お
静
内
町

民
に
受
け
継
が
れ
、
ま
ち
づ
く

り
の
中
で
生
き
続
け
て
い
ま
す
。�

����

　
北
海
道
札
幌
市
出
身
の
船
山

馨
さ
ん
の
小
説
「
お
登
勢
」
は
、

勤
王
派
と
佐
幕
派
の
対
立
が
激

し
さ
を
増
し
て
い
た
こ
ろ
、
淡

路
の
貧
し
い
農
家
に
生
ま
れ
、

洲
本
の
武
家
屋
敷
で
奉
公
し
て

い
た
お
登
勢
が
、
激
動
す
る
大

き
な
時
代
の
波
に
も
ま
れ
な
が

ら
も
稲
田
家
の
家
臣
で
勤
王
派

の
志
士
、
津
田
貢
へ
の
愛
一
筋

を
貫
い
た
半
生
を
描
い
て
い
ま

す
。�

　
小
説
に
登
場
す
る
お
登
勢
や

津
田
貢
、
加
納
志
津
な
ど
は
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
が
、
実
名

で
登
場
す
る
人
も
多
く
、
庚
午

事
変
の
経
緯
な
ど
史
実
に
即
し

て
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。�

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
金
曜
時
代
劇
「
お

登
勢
」
で
は
、
沢
口
靖
子
さ
ん

（
お
登
勢
）
、
　
山
信
吾
さ
ん

（
津
田
貢
）
、
森
口
瑶
子
さ
ん

（
お
志
津
）
ら
の
ほ
か
、
淡
路

島
出
身
の
笹
野
高
史
さ
ん
が
、

洲
本
の
武
家
屋
敷
の
奉
公
人
、

儀
平
役
で
出
演
し
て
い
ま
す
。�

士
族
編
入
・
分
藩
独
立�

運
動
で
多
く
の
犠
牲
者�

北
海
道
開
拓
の
た
め�

移
住�

洲
本
の
城
下
で
起
き
た�

悲
惨
な
事
件
、�

庚
午
事
変
（
稲
田
騒
動
）�

激
動
の
時
代
を�

愛
ひ
と
す
じ
に�

生
き
抜
い
た
お
登
勢�

特�集�

�����
�����洲本市では、ＮＨＫ「お登勢」の放送をきっか

けに、さまざまな町おこしが行われています。�

こ
う
ご�

え
　
と�
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（
現
、
淡
路
文
化
史
料
館
）�

（
念
法
寺
ほ
か
）�

阿
波
藩
洲
本
文
武
学
校
址�

（
現
、
洲
本
警
察
署
）�

　
阿
波
藩
の
お
屋
敷
の
あ
っ
た

場
所
。
正
門
は
現
在
の
検
察
庁

の
入
り
口
で
、
裁
判
所
、
検
察

庁
、
拘
置
所
、
淡
路
文
化
史
料

館
や
そ
の
南
側
の
住
宅
地
一
帯

が
「
御
城
ノ
内
」
で
し
た
。
明

治
初
年
の
藩
政
改
革
で
、
阿
波

藩
の
淡
路
関
係
役
所
が
統
合
さ

れ
、
東
民
政
所
と
な
り
ま
し
た
。�

　
お
城
と
堀
を
隔
て
て
向
か
い

あ
っ
て
、
稲
田
氏
の
公
邸
「
九

郎
兵
衛
屋
敷
」
が
あ
り
ま
し
た
。

公
式
行
事
は
す
べ
て
こ
こ
で
行

わ
れ
、
庚
午
事
変
で
は
、
最
初

に
占
領
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
浜
公
園
の
松
林
は
、
稲
田

氏
の
祖
先
赤
松
姓
に
ち
な
ん
で

植
樹
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
最
南
部
の
千
畳
敷
は

江
戸
時
代
に
は
大
波
戸
と
い
わ

れ
、
藩
の
軍
船
を
係
留
す
る
と

こ
ろ
で
し
た
。�

　
大
浜
か
ら

北
面
を
登
っ

た
と
こ
ろ
に
、

洲
本
市
と
庚

午
事
変
の
終

着
地
北
海
道

静
内
町
と
の

記
念
公
園
が

あ
り
ま
す
。

明
治
四
年
四

月
、
稲
田
家

臣
が
北
海
道

へ
船
出
し
た

思
い
出
の
海

を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。�

　
洲
本
城
は
、
国
指
定
史
跡
、

上
ノ
城
（
三
熊
山
上
）
と
下
ノ�

城
（
三
熊
山
麓
）
の
二
つ
の
城

塞
が
あ
り
、
上
ノ
城
は
戦
国
時

代
の
山
城
で
天
正
年
代
脇
坂
安

治
の
築
城
し
た
も
の
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
（
現
在
の
天
守
閣
は
、

昭
和
三
年
に
建
造
さ
れ
た
模
擬

天
守
閣
）
。
本
丸
天
守
台
か
ら

は
、
洲
本
城
下
が
一
望
に
眺
望

さ
れ
ま
す
。�

藩
庁
、
東
民
政
所
址�

�稲
田
氏
向
屋
敷
址�

大
浜
公
園�

洲
本
市
・
北
海
道
静
内
町�

姉
妹
都
市
提
携
記
念
公
園�

�

三
熊
山
本
丸
天
守
台�

洲
本
八
幡
神
社
・
金
天
閣�

　
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
、

阿
波
藩
は
洲
本
に
学
問
所
を
開

設
し
、
朱
子
学
を
主
流
と
し
て

洲
本
在
住
の
藩
士
の
教
育
に
当

た
り
ま
し
た
。
安
政
年
間
以
降
、

文
武
学
校
と
な
り
、
武
術
な
ど

も
合
せ
て
行
う
訓
練
所
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
学
校
や
道
場
が

庚
午
事
変
決
起
隊
の
司
令
部
と

な
り
、
前
夜
か
ら
演
習
と
称
し

て
兵
を
集
め
、
十
三
日
早
朝
こ

こ
か
ら
出
撃
、
捕
縛
連
行
し
た

稲
田
家
臣
や
家
族
を
収
容
、
拘

禁
し
た
と
こ
ろ
で
す
。�

　
洲
本
八
幡
神
社
は
、
阿
波

藩
主
蜂
須
賀
氏
の
信
仰
が
厚

く
、
藩
主
や
重
臣
か
ら
の
寄

進
の
社
宝
を
多
く
保
有
し
て

い
ま
す
。�

　
境
内
に
移
築
さ
れ
た
金
天

閣
は
、
元
洲
本
城
内
に
あ
っ

た
蜂
須
賀
氏
の
迎
賓
館
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
唐
破
造
り
の
玄
関
、
豪
壮

な
武
家
書
院
と
飾
金
物
な
ど

に
よ
り
寛
永
年
間
の
建
築
と

し
て
、
県
指
定
文
化
財
に
な

っ
て
い
ま
す
。�

�
�
�

Q
Q
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
金
曜
ド
ラ
マ
「
お
登
勢
」
の
放
送
を
契
機
に
、
洲
本
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
洲
本
商
工
会
議
所
や
郷
土
研
究
グ
ル
ー
プ

な
ど
が
、
こ
の
ほ
ど
「
お
登
勢
の
町
す
も
と
」
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

五
月
十
九
日
に
は
、
淡
路
文
化
史
料
館
で
「
お
登
勢
」
に
出
演
し
て

い
る
笹
野
高
史
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
「
お
登
勢
の
時
代
」
と
題

し
た
淡
路
地
方
史
研
究
会
・
武
田
信
一
会
長
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
二
十
日
に
は
、
金
天
閣
や
お
登
勢
の
碑
、
江
国
寺
な
ど
庚

午
事
変
ゆ
か
り
の
地
を
歩
く
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
十

四
　
、
二
十
　
）�

ペ
ー�

ジ�

ペ
ー�

ジ�

洲 本 港 �

大
浜
公
園�

大
浜
海
水
浴
場�

内
通
商
店
街
�

洲本城跡�

●ポート
ターミ

ナルビ
ル�

　　　　●�

市民会館�

バス
ター
ミナ
ル�

　　
　　
  　
●�

御食国�
　  　●�

　
　
　
　 

商
店
街�

洲
本
郵
便
局�

海
岸
通
二
丁
目�

山手一丁目�

山手二丁目�

栄町一丁目�

本
町
一
丁
目�

本
町
二
丁
目�

本
町
三
丁
目�

本
町
四
丁
目�

市役所�市役所�

海
岸
通
一
丁
目�

●�

本
町
五
丁
目�

本
町
六
丁
目�

本
町
七
丁
目�

本
町
八
丁
目�

本
町
四
丁
目�

●�

塩屋一丁目�

洲
本
バ
ス
セ
ン
タ
ー�

総合福祉会館�総合福祉会館�

県
道
洲
本
南
淡
線�

い わ
た 通

り

洲本第二小学校�

●�

関西電力�

本
町
二
丁
目�

洲本第二小学校�

関西電力�

N

洲本神社�南
庁
舎�

　　 洲本市立図書館�
　　　  ●�
　 洲本市立図書館�
　  ●�

周遊道
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八
代
稲
田
植
久
が
、
稲
田
家�

に
仕
え
る
家
臣
の
教
育
の
た
め�

「
稲
田
学
問
所
」
を
開
設
、
十�

三
代
稲
田
芸
植
の
と
き
、
規
模�

を
拡
大
し
益
習
館
と
改
名
し
ま�

し
た
。
庚
午
事
変
で
は
、
決
起�

部
隊
の
攻
撃
目
標
に
な
り
、
建�

物
や
書
籍
な
ど
す
べ
て
焼
き
払�

わ
れ
、
現
在
は
庭
園
の
み
残
っ�

て
い
ま
す
。�

��
��

中
屋
敷
町
筋�

�

�
�
�

龍
宝
院
址
・
国
瑞
彦
護
国
神
社�

吸
江
寺
址�

�

益
習
館�

江
国
寺�

専
称
寺�

下
屋
敷
筋�

　
洲
本
城
外
掘
か
ら
曲
田
山
の�

麓
一
帯
が
下
屋
敷
で
、
稲
田
氏�

や
家
臣
の
屋
敷
が
立
ち
並
ん
で�

い
ま
し
た
。�

　
こ
の
寺
の
本

堂
の
前
に
「
庚

午
志
士
之
碑
」

が
建
っ
て
い
ま

す
。
庚
午
事
変

の
事
後
の
処
理

で
切
腹
し
た
り
、

入
牢
中
に
死
亡

し
た
阿
波
藩
の

直
臣
二
十
二
人

を
追
悼
す
る
碑

で
、
明
治
二
十
二
年
憲
法
発
布

で
、
大
赦
が
行
わ
れ
、
処
刑
者

全
員
無
罪
に
な
っ
た
事
を
記
念

し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
八
幡
神
社
の
北
側
に
龍
宝
院

と
い
う
寺
院
が
あ
り
、
庚
午
事

変
に
よ
る
負
傷
者
の
司
療
処
に

当
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
司
療

処
は
、
明
治
五
年
の
藩
政
が
終

る
ま
で
続
き
、
一
般
人
の
診
療

も
行
わ
れ
て
い
た
模
様
で
す
。

龍
宝
院
は
、
そ
の
後
廃
寺
と
な

り
、
そ
の
跡
に
、
蜂
須
賀
家
の

祖
霊
を
祭
る
国
瑞
彦
神
社
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。�

　
八
幡
神
社
の

裏
か
ら
曲
田
山�

の
山
麓
ま
で
は
、

中
屋
敷
と
い
わ

れ
、
稲
田
氏
や

家
臣
の
屋
敷
な

ど
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
。�

庚
午
事
変
で
は
、

こ
れ
ら
の
一
軒

一
軒
が
攻
撃
目

標
と
さ
れ
ま
し

た
。�

　
曲
田
山
の
東
麓
、
中
屋
敷
町�

の
西
端
に
吸
江
寺
と
い
う
寺
院�

が
あ
り
、
稲
田
氏
一
族
や
家
臣�

の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ�

て
い
ま
す
。
庚
午
事
変
で
関
係�

者
が
洲
本
に
不
在
と
な
り
、
廃�

寺
と
な
り
ま
し
た
。�

厳
島
神
社�

�

　
境
内
に
稲
田
家
や

家
臣
た
ち
の
団
結
の

象
徴
で
あ
っ
た
稲
基

（
い
な
も
と
）
神
社

の
碑
を
宇
山
か
ら
迎

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、�

昭
和
五
十
一
年
に
は

「
お
登
勢
」
の
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
放
映
（
昭

和
四
十
六
年
、
Ｔ
Ｂ

Ｓ
で
放
送
）
を
記
念

し
た
「
お
登
勢
」
の

記
念
碑
が
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。�

　
稲
田
氏
の
菩
提
寺
で
、
稲
田�

氏
代
々
の
墓
や
庚
午
事
変
で
命�

を
落
と
し
た
十
七
人
の
家
臣
の�

招
魂
碑
が
建
っ

て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
ほ
ど

「
淡
路
地
方
史

研
究
会
」
の
皆

さ
ん
に
よ
り
、

稲
田
氏
代
々
の

当
主
の
墓
十
三

基
に
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
を
記
し

た
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。�

洲 本 川 �

本   町      商 店  街 �

●ジャスコ�

●曲田山浄水場�
  曲田山公園�

市
民
広
場�

塩
屋
筋 

商
店
街�

堀
端
筋
　
　
　
　

第三小学校�

洲本高校�

千

草

川

栄町三丁目�

山手三丁目�

栄町四丁目�

栄町二丁目�

本
町
二
丁
目�

本
町
四
丁
目�

本
町
五
丁
目�

本
町
六
丁
目�

本
町
七
丁
目�

本
町
八
丁
目�

本
町
五
丁
目�

本
町
六
丁
目�

本
町
七
丁
目�

本
町
八
丁
目�

●広域消防ビル�

常盤橋�

物部
橋�

紺屋
橋�

潮
橋�

国道2
8号�

洲本第二小学校�
●�

●�

●�

洲
本
中
央
公
民
館�

関西電力�

●�

淡路盲聾学校�

洲本市�
健康福祉館�

　　 洲本市立図書館�
　　　  ●�
　　
　　　

市
道三熊山
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6

旭川�

富良野�

日高� 帯広�
札幌�

千歳�
苫小牧�

室蘭�

函館�

静内町�

　
太
平
洋
に
面
し
、
「
北
海
道�

の
背
骨
」
日
高
山
脈
を
望
む
静�

内
町
は
、
豊
か
な
水
産
資
源
や

緑
に
つ
つ
ま
れ
た
競
走
馬
の
ふ

る
さ
と
と
し
て
知
ら
れ
、
日
高

地
方
の
行
政
、
産
業
、
経
済
、�

そ
し
て
文
化
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ�

り
、
中
核
都
市
で
す
。�

　
総
面
積
は
約
八
百
二
平
方�

　
（
淡
路
島
は
約
五
百
九
十
五

平
方
　
　
）
、
人
口
約
二
万
三�

千
人
、
町
域
の
約
八
六
　
は
緑�

の
山
林
で
お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。�

夏
は
涼
し
く
、
冬
は
雪
が
少
な�

い
た
め
、
北
海
道
内
で
は
最
も�

気
候
の
温
和
な
地
域
で
「
北
海�

道
の
伊
豆
」
と
も
呼
ば
れ
て
い�

ま
す
。�

　
静
内
町
は
、
日
本
で
指
折
り�

の
軽
種
馬
産
地
と
し
て
全
国
的�

に
知
ら
れ
、
耕
地
面
積
の
約
八�

〇
　
は
牧
草
地
が
占
め
、
そ
の�

い
た
る
と
こ
ろ
に
競
走
馬
が
た�

た
ず
む
風
景
を
見
る
こ
と
が
で�

き
ま
す
。�

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

競
走
馬
の
ふ
る
さ
と�

。　どことなく洲本の

御殿山に建てられた稲田家臣入植のレリーフ。昭和

４３年、北海道開拓にあたった先祖の偉勲をしのん

で建立されました。�

西
　
暦
　
　
年
　
　
号
　
　
　
　
　
　
主

な

で

き

ご

と

�

一
八
六
五�

�

一
八
六
七�

�

一
八
六
八�

���

一
八
六
九�

������������

一
八
七
〇�

�������������

慶
応
元
年�

　
　
七
月�

慶
応
三
年�

　
　
十
月�

明
治
元
年�

　
　
一
月�

　
　
二
月�

�

明
治
二
年�

　
　
六
月�

�

　
　
七
月�

���

　
　
八
月�

���

　
十
二
月�

�

明
治
三
年�

　
　
三
月�

�

　
　
三
月�

��

　
　
四
月�

���

　
　
四
月�

�

　
　
五
月�

�

稲
田
植
誠
没
、
邦
植
藩
主
と
な
る�

�

徳
川
慶
喜  

大
政
奉
還�

�

蜂
須
賀
茂
韶  

藩
主
と
な
る�

稲
田
邦
植
一
大
隊
を
率
い
て
有
栖
川
宮
総
督
を

守
り
東
上�

�

版
籍
奉
還
、
阿
波
・
淡
路
が
徳
島
藩
と
な
り
、

茂
韶
、
知
藩
事
と
な
る�

徳
島
藩
禄
制
改
革
実
施
、
藩
士
の
家
禄
を
十
分

の
一
に
改
め
、
士
族
と
し
て
九
等
に
分
け
る�

稲
田
家
臣
は
陪
臣
の
た
め
卒
族
と
さ
れ
、
身
分

的
に
も
経
済
的
に
も
耐
え
難
い
困
難
に
陥
る�

稲
田
家
臣
よ
り
稲
田
家
へ
従
来
ど
お
り
家
臣
た

る
こ
と
を
嘆
願
、
稲
田
家
か
ら
本
藩
へ
稲
田
家

臣
を
士
族
扱
い
す
る
よ
う
陳
情
、
そ
の
後
も
数

回
陳
情
し
た
が
、
却
下�

在
京
の
稲
田
家
臣
よ
り
直
接
政
府
へ
分
藩
独
立

を
哀
訴
、
本
藩
側
も
政
府
に
運
動�

�

稲
田
家
臣
団
、
稲
基
神
社
前
で
血
判
し
結
束
を

固
め
る�

対
立
の
回
避
策
と
し
て
、
政
府
よ
り
稲
田
主
従

に
北
海
道
移
住
の
内
命
あ
り
、
対
策
を
協
議
す

る�知
藩
事
よ
り
意
見
書
提
出
。
稲
田
家
臣
か
ら
北

海
道
開
拓
に
は
参
加
す
る
が
、
分
藩
独
立
の
上
、

稲
田
家
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
い
旨
の
書
面
提

出�蜂
須
賀
藩
士
よ
り
政
府
へ
稲
田
氏
弾
劾
書
提
出

知
藩
事
よ
り
藩
士
に
、
暴
挙
な
き
よ
う
諭
告�

上
京
中
の
蜂
須
賀
藩
若
手
藩
士
七
人
脱
帰
、
洲

本
在
住
の
藩
士
と
呼
応
し
て
、
無
抵
抗
の
稲
田

家
中
を
襲
撃
し
殺
傷
、
放
火�

徳
島
で
は
、
過
激
派
藩
士
が
猪
尻
（
脇
町
）
へ�

�

二十間道路桜並木�
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真歌山から望む静内のまちなみ。

市街地と似ている？�

サラブレットのふるさと静内町。町のいたるところ

で、競走馬と出会えます。�

洲本からの開拓移住団の第１陣が上陸した春立海岸に

は、開拓者集団上陸記念碑が建てられています。丸く

あけられた空洞の先は、洲本の方向を指しています。�

「お登勢の碑」。小説「お登勢」は、庚午事変と静内

開拓などを描いています。�

���������

一
八
七
一�

��������

一
八
七
六�

��

����

　
　
六
月�

�

　
　
九
月�

�

　
　
十
月�

明
治
四
年�

二
月
〜
五
月�

�

　
　
七
月�

�

　
　
八
月�

�

　
十
一
月�

�

明
治
九
年�

　
　
八
月�

�

��

襲
撃
に
向
っ
た
が
、
下
条
勘
兵
衛
、
牛
田
九
郎

ら
の
決
死
の
阻
止
で
解
散�

津
名
郡
志
筑
・
室
津
以
北
の
四
十
三
か
村
浦
を

兵
庫
県
に
移
管�

首
謀
者
十
人
斬
罪
（
の
ち
切
腹
を
許
さ
れ
る
）
、

流
罪
二
十
七
人
、禁
固
四
十
五
人
、謹
慎
四
十
四
人�

稲
田
九
郎
兵
衛
お
よ
び
家
来
に
北
海
道
開
拓
命
令�

�

稲
田
一
行
百
三
十
七
戸
、
五
百
四
十
六
人
が
北

海
道
日
高
国
静
内
に
移
住�

廃
藩
置
県
に
よ
り
淡
路
北
部
四
十
三
か
村
浦
を

除
き
、
南
淡
路
は
徳
島
県
と
な
る�

北
海
道
移
住
第
二
陣
、
紀
州
周
参
見
沖
で
遭
難�

八
十
三
人
が
溺
死�

徳
島
県
が
廃
さ
れ
、
阿
波
、
淡
路
、
讃
岐
が
名

東
県
に
な
る�

�

名
東
県
廃
止
、
淡
路
全
島
兵
庫
県
に
編
入�

淡路文化史料館では、矢羽根紋（稲

田家の家紋）衝立や稲田騒動にまつ

わる書物などを所蔵しています。�
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広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

　「津名郡・洲本市合併研究会」が４月にスタートし

ました。研究会のメンバーは各市町長と議会議長、そ

して議会の研究会の委員長の皆さんです。研究会は毎

月１回開かれるほか、各市町の職員によるプロジェク

トチームが組織され、合併に向けての研究が行われま

す。�

�

Ｑ　洲本市と津名郡６町で合併研究会ができましたが、

この１市６町で合併するのですか。�

Ａ　いえ、今はまだこの１市６町で、合併について研

究しましょう、という段階です。これから研究会では、

毎月１回研究会を開いて、合併についていろいろな課

題などを話し合っていきます。�

　合併する場合に決めておく必要のある条件（合併協

定項目）が来年３月までに確認できれば、法律に基づ

いた「合併協議会」を作ります。�

�

Ｑ　合併について、市民の意見などは、どのように取

り上げられますか。�

Ａ　研究会では、新しく作る市の将来構想の案なども

作成し検討します。その時にはアンケートなどを行っ

たりして、皆さんの意見を構想案に取り入れる予定で

す。�

�

Ｑ　合併するのに、期限はあるのですか。�

Ａ　市町村の合併を促進するため合併特例法があり、

平成１７年３月末までに合併すれば、交付税などの特

例措置が受けられます。�

洲本港発� 津名港発�津名港着� 関空着� 関空発�便�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7

津名港発�津名港着� 洲本港着�

6：50�

8：55�

11：15�

13：35�

15：40�

17：50�

20：00

�

9：13

�

9：17

7：39�

10：00�

12：04�

14：24�

16：29�

18：39�

20：50

7：47�

10：15�

12：20�

14：34�

16：40�

18：48�

21：00

�

�

�

�

�

19：30

�

�

�

�

�

19：33

8：35�

11：03�

13：08�

15：22�

17：28�

19：51�

21：48

上　　　　り� 下　　　　り�

洲本～関空航路洲本～関空航路�
　洲本～関空航路「洲本パールライン」に新造船「パールブライト２」

が就航して１か月がたちました。この間、ゴールデンウィークもあり

５月６日には、これまでの１日の最高記録６３５人の皆さんにご利用

いただきました。また同日には、第４便の関空から洲本の便に１０３

人の乗船をいただき、これも最高を記録しました。�

　今年４月から洲本港から関空航路が復活し、５月末までの２か月間

の利用者は約１７，５００人、一日あたりの利用者は２８６人となります。�

　関空から日本各地へ、また世界中へ。もちろん大阪や奈良、和歌山

へ、早くて便利な「洲本パールライン」を、これからもぜひご利用く

ださい。�

運
航
時
刻
表

�

４月２６日～５月末まで（パールブ

ライト２による１日７便運航）では、

１１，０４２人（１日当たり３０７人）

のご利用をいただいています。�

４　月�

５　月�

計�

７，８２６人�

９，６０３人�

１７，４２９人�

乗 船 客 数 �月�

〈 乗 船 状 況 〉 �

市町村合併�

お問合せは、洲本パールライン☎２３－１４４４へ。�

市町村合併�

洲本～関空航路�



３１�

３２�

３３�

３４�

３５�

３６�

３７�

３８�

３９�

４０�

４１�

４２�

４３�

４４�

４５�

４６�

４７�

４８�

４９�

５０�

５１�

５２�

５３�

５４�

５５�

５６�

５７�

５８�

５９�

9

電話欄で○印は、使用可能です。�

自主避難される場合は、事前に市役所総務課（☎２２・３３２１）まで連絡してください。�▽
▽
�

名    　　　　　称� 場    　所� 電話番号�

福祉会館�

洲本第二小学校�

青少年センター�

小路谷公会堂�

健康福祉館�

市民会館�

洲本市役所�

洲本中央公民館�

洲本保育所�

外町コミュニティー消防センター�

洲本第一小学校�

洲浜中学校�

コミュニティープラザ塩屋会館�

炬口公民館�

母子生活支援センター�

デイサービスセンターうしお�

市民体育館（スポーツセンター）�

青雲中学校�

洲本第三小学校�

安心コミュニティーセンター本村会館�

物部コミュニティー消防センター�

仲津コミュニティープラザ�

安心コミュニティープラザ仲山水公会堂�

千草公民館�

千草保育所�

大野小学校�

大野コミュニティー消防センター�

大野公民館�

コミュニティープラザ宇原公館�

安心コミュニティープラザ戎ヶ丘会館�

加茂小学校�

加茂コミュニティー消防センター�

上加茂公会堂（安心コミュニティープラザ）�

桑間会館�

下加茂会館�

中川原小学校�

中川原中学校�

安坂集会所�

中川原公民館�

安心コミュニティープラザ二ツ石公会堂�

三木田コミュニティープラザ�

安乎小学校�

安乎中学校�

安乎公民館�

安心コミュニティープラザ浜公会堂�

直田コミュニティープラザ�

安心コミュニティープラザ中田公会堂�

安心コミュニティープラザ古宮公会堂�

安心コミュニティープラザ南公会堂�

納会館�

鮎屋多目的集会所�

由良小学校�

由良中学校 �

由良支所�

由良公民館�

天川クラブ�

内田コミュニティープラザ�

上灘小学校�

畑田分校�

名    　　　　　称� 場    　所� 電話番号�

ＮＴＴ� ＣＡＴＶ�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

２０�

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

２９�

３０�

山手２丁目�

山手２丁目�

山手１丁目�

小　路　谷�

港２番２６号�

本町３丁目�

本町３丁目�

山手３丁目�

栄町３丁目�

栄町４丁目�

宇山１丁目�

塩屋２丁目�

塩　　　屋�

炬口１丁目�

炬口２丁目�

炬口２丁目�

物部３丁目�

物部３丁目�

物部１丁目�

物部１丁目�

上物部２丁目�

津　　　田�

上物部１丁目�

千　　　草�

千　　　草�

大　　　野�

大　　　野�

大　　　野�

宇　　　原�

宇　　　原�

２６－００２２�

２２－２６３１�

２２－４５４７�

２４－２１９８�

２２－９３３３�

２２－１３１５�

２２－３３２１�

２２－１２８０�

２２－０８６３�

２２－３３９７�

２２－４４７４�

２２－２４６１�

２４－２８４４�

２２－６６４７�

２２－０２０９�

２５－５１６１�

２２－６６３４�

２２－２６２７�

２２－２５３１�

２４－６５５４�

２２－２６５６�

２４－３９８１�

２４－６６３３�

２３－０５１６�

２２－６６００�

２２－０７１１�

２３－２１２５�

２４－３６０２�

２４－５３２４�

２４－３９５５�

下　内　膳�

下　内　膳�

上　加　茂�

桑間１丁目�

下　加　茂�

中 川 原 町 �

中 川 原 町 �

中 川 原 町 �

中 川 原 町 �

中 川 原 町 �

中 川 原 町 �

安　乎　町�

安　乎　町�

安　乎　町�

安　乎　町�

安　乎　町�

安　乎　町�

安　乎　町�

安　乎　町�

　　納�

鮎　　　屋�

由良３丁目�

由　　　良�

由　　　良�

由　　　良�

由良町天川�

由良町内田�

上　　　灘�

上　　　灘�

�

２２－０７１０�

２３－０７４７�

２３－００５３�

２２－１２８２�

２３－１９３４�

２８－０１１８�

２８－００２３�

２８－０４７６�

２８－１０２４�

２８－１６８８�

１８－１２４８�

２８－００１２�

２８－００１１�

２８－０００７�

２８－１６６８�

１８－０６５３�

１８－０５７０�

１８－０５４１�

１８－０６９５�

２４－２８３０�

２４－０８０１�

２７－００４９�

２７－０１２２�

２７－１２２１�

２７－２１６７�

２７－１３６５�

２７－２２４１�

２９－０１０７�

２９－００８７�

▼

　土砂災害は、雨などにともなって突然発生し、家族�

の生命や財産を一瞬にして奪い、地域に深刻な被害を�

もたらします。土砂災害を防ぎ、被害を最小限に食い�

止めるためには、私たち一人ひとりが「日ごろの備え」�

と「早めの避難」を心がけることが、何より大切です。

日ごろから家の周辺の危険箇所や避難場所を確認して

おきましょう。警察でも、６月は「風水害対策推進月

間」として防災訓練をはじめ、防災関係機関との連携、

情報交換、災害が予想される危険箇所の合同パトロー

ルなど、地域の皆さんと一体となった活動を行ってい

ます。�

�

　詳しくは、市役所総務部総務課（☎２２・３３２１�

　内線２２６）へ。�

避 難 場 所 一 覧 表 �避 難 場 所 一 覧 表 �

6月1日→30日は�「日ご
ろの備え」と「早めの避難」を！



１０�

�
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細
川
　
瑞
希
さ
ん�

　
三
日
間
で
一
番
の
思
い
出
は�

と
聞
か
れ
た
ら
、
一
つ
で
は
あ�

り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
そ
の
中�

で
ど
う
し
て
も
一
つ
を
選
べ
と�

言
わ
れ
た
ら
、
被
爆
体
験
の
話�

を
聞
い
た
こ
と
と
答
え
ま
す
。�

　
は
じ
め
、
被
爆
体
験
の
話
を�

聞
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
き
、�

か
た
く
る
し
く
て
、
難
し
い
話�

で
は
な
い
か
と
思
い
、
あ
ま
り�

気
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
で�

も
、
語
り
部
さ
ん
が
、
熱
心
に�

話
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
私
は�

語
り
部
さ
ん
か
ら
目
を
離
さ
ず�

に
真
剣
に
聞
き
ま
し
た
。
今
の�

私
た
ち
に
は
想
像
で
き
な
い
こ

と
が
五
十
六
年
前
に
起
こ
っ
て�

い
た
の
だ
と
思
う
と
同
時
に
、�

こ
れ
は
戦
争
を
知
ら
な
い
人
た�

ち
が
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な�

ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。�

語
り
部
さ
ん
の
話
に
は
と
て
も�

重
み
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は�

た
ぶ
ん
実
際
に
体
験
し
た
こ
と�

だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
話
を�

聞
い
て
い
て
頭
の
中
に
そ
の
時�

の
無
惨
な
光
景
が
浮
か
び
ま
し�

た
。
そ
し
て
自
然
と
そ
の
中
に�

入
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
し�

た
。
な
ん
だ
か
私
も
助
け
を
求�

め
、
苦
し
ん
で
い
る
感
じ
を
受�

け
ま
し
た
。
語
り
部
さ
ん
の
体

験
し
た
つ
ら
さ
に
比
べ
て
私
の

つ
ら
さ
な
ど
、
と
て
も
ち
っ
ぽ

け
に
思
え
て
、
私
は
平
和
な
世

界
で
生
き
て
い
る
だ
け
で
十
分

幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。�

　
私
は
そ
の
後
、
長
崎
の
町
を�

歩
く
時
、
「
こ
の
下
に
は
、
原�

爆
で
亡
く
な
ら
れ
た
た
く
さ
ん�

の
人
の
骨
が
埋
ま
っ
た
ま
ま
に�

な
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
」
と
思�

い
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
平
和�

を
か
み
し
め
な
が
ら
歩
き
続
け�

ま
し
た
。�

　
こ
の
研
修
旅
行
は
日
ご
ろ
発

見
で
き
な
い
友
達
の
良
さ
が
分

っ
た
り
、
日
常
生
活
で
は
決
し

て
で
き
な
い
す
ば
ら
し
い
体
験

が
で
き
た
三
日
間
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
体
験
を
一
生
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。�

�       �

　
　
　
　
　
太
田
　
幸
宏
　
君�

　
研
修
旅
行
で
一
番
印
象
に
残�

っ
た
こ
と
は
、
長
崎
の
人
々
が�

み
ん
な
明
る
く
、
心
優
し
い
人�

た
ち
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
で
す
。�

長
崎
市
内
の
班
別
行
動
を
し
て�

い
て
、
班
の
み
ん
な
と
写
真
を�

撮
っ
て
い
る
と
、
知
ら
な
い
お�

ば
さ
ん
が
、
「
写
真
撮
っ
て
あ�

げ
よ
う
か
。
」
と
、
声
を
か
け�

て
く
れ
た
り
、
市
電
に
乗
っ
て�

次
の
場
所
へ
移
動
し
て
い
る
時
、�

お
じ
さ
ん
が
気
さ
く
に
声
を
か�

け
て
く
れ
た
こ
と
が
、
僕
に
は�

う
れ
し
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち

よ
り
も
、
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。�

　
こ
の
長
崎
市
内
の
班
別
行
動�

で
、
友
達
の
良
い
所
を
再
発
見�

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
市
電
に�

乗
っ
て
い
る
時
、
友
達
が
お
年�

寄
り
に
席
を
譲
っ
た
こ
と
で
し�

た
。
僕
は
「
え
え
や
つ
や
な
ぁ
」�

と
思
い
ま
し
た
。�

　
三
日
間
の
研
修
旅
行
は
、
す�

ご
く
短
く
感
じ
ま
し
た
。
旅
行�

中
、
人
の
温
か
さ
を
肌
で
感
じ
、�

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。�

ま
た
、
友
達
と
の
友
情
も
よ
り�

一
層
深
ま
り
、
楽
し
く
心
に
残�

る
思
い
出
も
た
く
さ
ん
で
き
、�

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。�

��

　
　
　
　
　
近
藤
　
雅
代
さ
ん�

　
私
に
と
っ
て
こ
の
三
日
間
は
、�

本
当
に
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。�

　
一
番
強
く
印
象
に
残
っ
て
い�

る
と
こ
ろ
は
、
福
岡
ド
ー
ム
で�

す
。
私
は
プ
ロ
野
球
が
大
好
き�

な
の
で
、
ド
ー
ム
の
中
の
ブ
ル�

ペ
ン
や
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
な
ど�

が
見
ら
れ
て
、
と
て
も
う
れ
し�

か
っ
た
で
す
。
テ
レ
ビ
で
は
見�

ら
れ
な
い
監
督
室
に
も
入
れ
た�

の
で
、
も
う
気
分
は
最
高
で
し�

た
。
「
こ
の
い
す
に
あ
の
監
督�

が
座
っ
た
の
か
…
。
」
と
思
う�

と
、
足
が
勝
手
に
そ
の
い
す
の�

所
に
動
い
て
い
ま
し
た
。�

　
ほ
か
に
も
び
っ
く
り
す
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
す
ご
く
驚
い
た
の

が
、
球
場
の
芝
生
の
下
に
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
敷
い
て
あ
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
選
手
た

ち
が
ケ
ガ
を
せ
ず
、
思
い
っ
き

り
プ
レ
イ
で
き
る
よ
う
に
と
敷

い
て
あ
る
そ
う
で
す
。
実
際
に

そ
の
上
を
歩
く
と
、
柔
ら
か
く

フ
ワ
フ
ワ
し
て
い
て
、
テ
レ
ビ

で
見
る
感
じ
と
は
全
く
違
っ
て

い
ま
し
た
。
「
選
手
の
こ
と
を

考
え
て
、
こ
ん
な
に
設
備
を
整

え
て
い
る
。
す
ご
い
な
ぁ
。
」

と
感
心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一

塁
側
、
三
塁
側
の
ベ
ン
チ
に
も

行
き
、
説
明
を
聞
い
た
り
、
選

手
た
ち
が
座
っ
て
い
る
ベ
ン
チ

に
腰
を
か
け
写
真
を
撮
っ
た
り

し
ま
し
た
。
き
っ
と
、
ド
ー
ム

見
学
で
の
私
は
、
誰
よ
り
も
興

奮
し
、
誰
よ
り
も
輝
い
た
目
を

し
て
い
た
で
し
ょ
う
。�

　
二
泊
三
日
と
い
う
短
い
間
で�

た
く
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
思
い�

出
が
で
き
ま
し
た
。
一
生
に
一�

度
し
か
経
験
す
る
こ
と
が
で
き�

な
い「
中
学
校
で
の
研
修
旅
行
」

は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
旅
行
に

な
り
ま
し
た
。
で
も
、
最
後
に

一
言
だ
け
言
い
た
い
で
す
。�

「
も
っ
と
長
い
間
行
き
た
か
っ�

た
〜
」�

研
修
旅
行
　 

ウ
エ
ス
ト
ラ
リ
ア�

中
川
原
中
学
校
三
年
生
が
五
月
八
日
〜
十
日
、
日
本
の
西
に
あ
た
る
福
岡
―
佐
賀
―
長
崎
方
面
へ
の
研
修

旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
多
様
な
文
化
、
歴
史
を
学
び
な
が
ら
楽
し
み
、
大
陸
と
の
交
流
を
伝
え
る
文
化

遺
産
を
楽
し
み
な
が
ら
体
験
し
、
そ
し
て
、
五
感
を
総
動
員
し
た
長
崎
班
別
行
動
で
は
、
カ
ラ
ダ
全
身
で

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
大
変
有
意
義
な
三
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

50

ｉｎ�

被
爆
体
験
の
話�

�

長
崎
班
別
行
動�

�

福
岡
ド
ー
ム�

�



１１�

��

●
水
洗
化
工
事
は
三
年
以
内
に  �

　
処
理
区
域
内
の
世
帯
で
は
、�

下
水
道
法
に
よ
り
三
年
以
内
に�

下
水
道
へ
の
接
続
が
義
務
づ
け�

ら
れ
て
い
ま
す
。
水
洗
化
の
計�

画
を
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。�

●
融
資
あ
っ
せ
ん
の
ご
利
用
を �

　
下
水
道
の
接
続
が
可
能
に
な�

っ
て
か
ら
三
年
以
内
で
あ
れ
ば
、�

排
水
設
備
工
事
の
資
金
借
入
れ�

を
金
融
機
関
に
あ
っ
せ
ん
す
る�

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用�

く
だ
さ
い
。�

●
下
水
道
使
用
料 

�

　
排
水
設
備
工
事
が
終
わ
り
、�

下
水
道
を
利
用
す
る
よ
う
に
な�

る
と
、
使
用
料
を
納
め
て
い
た�

だ
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
汚
水
を�

き
れ
い
に
す
る
た
め
の
費
用
や�

終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
の
費�

用
に
使
わ
れ
ま
す
。
使
用
料
は
、�

使
用
者
が
排
出
し
た
汚
水
の
量�

（
上
水
道
の
使
用
水
量
を
基
に�

計
算
）
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。�

���

●
生
ご
み
・
廃
油
を
流
さ
な
い�

　
野
菜
く
ず
、
残
飯
な
ど
生
ご�

み
を
流
す
と
、
下
水
を
詰
ら
せ�

る
も
と
に
な
り
ま
す
。
よ
く
水�

を
切
り
、
ご
み
と
一
緒
に
捨
て

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
天
ぷ
ら
油

な
ど
の
廃
油
も
、
石
鹸
水
と
化

合
し
て
固
ま
り
下
水
管
を
詰
ら

せ
ま
す
。�

●
無
リ
ン
洗
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う�

　
合
成
（
有
リ
ン
）
洗
剤
は
、�

微
生
物
で
汚
水
を
処
理
し
て
い�

る
終
末
処
理
場
で
、
完
全
に
処�

理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。�

そ
の
た
め
、
川
や
海
を
汚
染
し
、�

環
境
破
壊
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。�

●
汚
水
ま
す
に
雨
水
・
土
砂
を�

流
さ
な
い�

　
洲
本
市
の
下
水
道
は
、
汚
水�

・
雨
水
を
別
々
の
管
に
分
け
て

排
出
す
る
分
流
式
で
す
。
汚
水

ま
す
に
は
雨
水
を
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
砂
・
生

コ
ン
な
ど
を
捨
て
る
と
下
水
管

の
機
能
が
働
き
ま
せ
ん
。�

すでに供用されている区域� 新たに供用開始される区域�みどり色�うす黒色�

公共下水道が処理できる区域�
（平成１３年６月１日現在）�

下
水
道
工
事
期
間
中
は
、
付
近
住
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
本
年

六
月
一
日
現
在
、
処
理
区
域
面
積
が
百
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
内
・
外
町
地
区
に
加
え
、

上
物
部
一
丁
目
と
津
田
の
大
部
分
の
区
域
で
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

処
理
区
域
内
の
世
帯
で
は
、
台
所
や
風
呂
、
便
所
な
ど
か
ら
出
る
汚
水
を
下
水
道
へ
流
す
た
め

の
排
水
設
備
工
事
を
速
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
浄
化
槽
は
廃
止
し
、
汲
み
取
り
便

所
も
水
洗
便
所
に
し
て
く
だ
さ
い
。
排
水
設
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
市
が
指
定
し
た
指
定
工
事

店
に
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。�

排水設備指定工事店一覧表�
　　　　 （平成１３年６月１日現在）�

�業　者　名　　　　営　業　所　　　 電話番号�

淡島水道工業（株）�

（株）中野設備�

（有）赤井商会�

（株）奥水道商会 �

中央建設（株）�

（株）ツ　ダ�

早瀬戸水道商会�

中田水道工業（株）�

前川設備�

山一建設（株）�

（株）淡路住器�

岡田水道商会�

岡本商会�

（株）藤井�

川西工業設備�

イサム水道商会�

藤原電工（株）�

山岡水道工業（株）�

上原ガス設備�

（株）エー・エス・ケー�

（有）うがい商店�

（有）アライ�

（株）富士土木�

（株）中川工務店�

（有）廣田工務店�

兵庫住機サービス�

（株）武田工務店�

大日建設（株）�

（有）鯉森電工�

ニッシン電機�

井本産業（株）�

（株）スイカン�

南実業�

西田建設（株）�

廣田工務店�

中尾設備�

辻設備工業�

常盤商事�

（株）出雲建設�

洲本市本町４丁目�

洲本市本町３丁目�

洲本市本町１丁目�

洲本市物部２丁目�

洲本市由良１丁目�

洲本市安乎町平安浦�

洲本市由良町由良�

洲本市宇原�

洲本市桑間１丁目�

洲本市本町８丁目�

洲本市物部３丁目�

洲本市下加茂２丁目�

洲本市安乎町中田�

緑町広田�

洲本市下加茂１丁目�

津名町志筑�

三原町神代�

緑町広田�

南淡町阿万�

洲本市宇原�

洲本市小路谷�

洲本市下内膳�

洲本市本町２丁目�

洲本市栄町２丁目�

緑町山添�

洲本市海岸通１丁目�

緑町中条中筋�

南淡町賀集�

緑町山添�

洲本市上物部�

緑町中条中筋�

洲本市池内�

洲本市中川原市原�

洲本市千草乙�

洲本市宇原�

洲本市千草乙�

緑町山添�

洲本市本町６丁目�

津名町中田�

�

２２－１６７０�

２４－２９０４�

２２－０２５２�

２２－３０９０�

２７－００１４�

２８－０１６５�

２７－０４１７�

２４－３４４７�

２４－１３８７�

２２－２６４６�

２４－２２５５�

２２－０４０６�

２８－１０００�

４５－０１６５�

２３－０５３３�

６２－０５５６�

４２－０６８３�

４５－０２２６�

５５－２５７２�

２３－１９２３�

２６－１０８４�

２２－７３０８�

２２－９１００�

２２－０２４６�

４５－１００６�

２２－１０６６�

４５－０４９８�

５４－０５１１�

４５－１５７８�

２２－９３３０�

４５－１０３１�

２３－９５３１�

２８－０３１２�

２２－１８９８�

２２－７７９９�

２２－５７７６�

４５－０３７７�

２２－４６０１�

６２－２０３６�

下
水
道
を
設
置
す
る
に
は�

下
水
道
を
利
用
す
る
に
は�



１２�

　
市
で
は
、
集
団
健
診
や
農
協�

と
共
同
で
町
ぐ
る
み
健
診
、
胃�

が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検�

診
な
ど
を
市
内
各
地
域
で
毎
年�

行
っ
て
い
ま
す
。�

　
対
象
者
は
四
十
歳
以
上
の
市

民
で
、
七
十
歳
以
上
の
人
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。�

�

町
ぐ
る
み
健
診
・
成
人
病

健
診�

◆
健
診
料
　
千
三
百
円�

胃

が

ん

検

診�

　
（
予
約
が
必
要
）�

◆
検
診
料
　
六
百
円�

▼
検
診
当
日
は
起
床
時
か
ら
朝        �

　
食
・
飲
み
物
・
薬
な
ど
一
切 

　
飲
食
物
は
取
ら
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。�

肺

が

ん

検

診�

　
（
予
約
が
必
要
）�

　
肺
結
核
検
診
を
兼
ね
て
実
施

　
し
ま
す
。�

◆
検
診
料
　
二
百
円
（
喀
痰
検�

　
査
は
別
に
五
百
円
が
必
要
）�

大
腸
が
ん
検
診�

◆
検
診
料
　
五
百
円�

▼
便
採
取
容
器
を
お
渡
し
ま
す
。�

◆
申
　
込  �

　
予
約
は
七
月
二
日
か
ら
受
け�

付
け
し
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診�

を
受
診
さ
れ
る
人
は
受
診
希
望�

日
の
三
日
前
ま
で
に
市
保
健
セ�

ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

ま
た
、
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診�

を
受
診
さ
れ
る
人
は
、
時
間
を�

指
定
し
ま
す
の
で
、
受
診
希
望�

日
、
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ�

い
。�

休
日
等
応
急
診
療
所
は�

毎
日
診
療
を
し
て
い
ま
す�

�

　
洲
本
市
休
日
等
応
急
診
療
所

（
健
康
福
祉
館
内
）
で
は
、
休�

日
や
夜
間
の
治
療
体
制
を
充
実�

さ
せ
る
た
め
、
平
日
夜
間
（
午�

後
六
時
〜
十
時
）
な
ど
の
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
Ｘ
線
撮
影
装
置
な
ど
の
設
備�

も
充
実
し
て
お
り
ま
す
の
で
、�

ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
同
診
療
所
（
☎

２
４
・
６
３
４
０
）
へ
。�

　
健
康
に
つ
い
て
の
知
識
と
理�

解
を
深
め
、
健
康
な
毎
日
が
お�

く
れ
る
よ
う
「
第
二
十
二
回
健�

康
大
学
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。�

　
洲
本
市
医
師
会
、
洲
本
市
歯�

科
医
師
会
の
医
師
の
ほ
か
、
多�

彩
な
講
師
群
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門�

分
野
で
分
か
り
や
す
く
講
義
し�

ま
す
の
で
気
軽
に
受
講
で
き
ま�

す
。�

◆
と
　
き
　
七
月
七
日
（土）
〜
十

　
月
中
旬
、
毎
週
土
曜
日�

　
午
後
二
時
〜
四
時�

◆
と
こ
ろ
　
健
康
福
祉
館�

◆
受
講
資
格
　
市
内
に
在
住
ま�

　
た
は
勤
務
し
て
い
る
十
八
歳�

　
以
上
の
人�

◆
受
講
料
　
千
円�

◆
募
集
定
員
　
五
十
人
程
度�

◆
申
　
込
　
七
月
二
日
（月）
ま
で

　
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。�

▼
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。�

七
月
三
十
日
か
ら
成
人
病
な
ど
の
集
団
健
診
が
始
ま
り
ま

す
。
が
ん
検
診
は
予
約
が
必
要
で
す
。
今
年
か
ら
健
診
時

間
が
八
時
〜
十
二
時
（
受
付
は
十
一
時
半
ま
で
）
の
午
前

中
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
健
診
時
間
に
ご
注
意
を
。�

成人病などの集団健診日程表�
と　　き　　　　　と　こ　ろ　　　　　内　　容�

７月３０日（月）�

３１日（火）�

８月　１日（水）�

　　　　２日（木）�

　　　　３日（金）�

　　　　４日（土）�

　　　２７日（月）�

　　　２８日（火）�

　　　２９日（水）�

　　　３０日（木）�

　　　３１日（金）�

安　乎　中　学　校�

中川原コミュニティーセンター�

大　野　小　学　校�

千　草　公　民　館�

加　茂　小　学　校�

由　良　公　民　館�

健　康　福　祉　館�

ス ポ ー ツ セ ン タ ー �

健　康　福　祉　館�

町ぐるみ健診�

胃がん検診�

肺がん検診�

大腸がん検診�

成人病健診�

胃がん検診�

肺がん検診�

大腸がん検診�

検診時間�
　８：００～１２：００（受付　１１：３０まで）�

成　…成人病健診�
　　　問診、身体計測、理学的検査、血圧測定�
　　　尿検査、血液検査、心電図検査、眼底検査�

町　…町ぐるみ健診�
　　　農協と共同で行う健診。�
　　　検査内容は成人病健診と同じです。�

胃　…胃がん検診�
　　　問診、胃部Ｘ線撮影。�

肺　…肺がん検診�
　　　肺結核検診を兼ねています。問診、胸部Ｘ線撮影。�
　　　喀痰検査（ハイリスク者）�

大　…大腸がん検診�
　　　便潜血反応検査、問診�

年末年始（１２月３１日～1月3日）、8月１５日は日祝と同じ時間帯です。受け�

付けは、各診療終了時間の３０分前までです。�

休日等応急診療所の診察時間�

午前９時～正午�

午後１時～午後５時�

午後６時～午後１０時�

月　　火　　水　　木　　金　　土　　日祝�

乳幼児結核検診を行います�
�健

康
大
学
受
講
生
募
集�

�

対　象　地　区�
ツベルクリン反応� 判定・ＢＣＧ�

実施月日　　　実施場所�

栄町・小路谷・海岸通�
山手・本町・下加茂・�
宇山・塩屋・炬口・安�
乎・中川原�

６月２５日（月）�
�

７月　９日（月）�
�

７月１６日（月）�
�

７月２３日（月）�
�

７月２５日（水）�
�

７月１８日（水）�
�

６月２７日（水）�
�

７月１１日（水）�
�

健康福祉館� 健康福祉館�
�

物部・津田・桑間・上�
加茂・上内膳・下内膳�
奥畑・納�

上物部・千草・新村・�
池田・池内・大野・宇�
原・金屋・前平・木戸�
鮎屋�
�由良・上灘� 由良公民館� 由良公民館�

　乳幼児のツベルクリン反応とＢＣＧ接種を次の日程で行います。母子�

手帳を持参して受けてください。�

◆対象児　生後３か月以上４歳未満で、１回も接種を受けていない子供。�

◆実施時間　午後２時から２時３０分まで。�

実施月日　　　実施場所�



１３�

　
老
人
医
療
費
と
乳
幼
児
医
療

費
の
助
成
制
度
が
本
年
七
月
一

日
か
ら
一
部
改
正
に
な
り
ま
す
。
�

　
老
人
医
療
費
助
成
制
度
で
は

所
得
制
限
を
改
正
し
ま
す
。
　

　
ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
で
は
対
象
年
齢
、
一
部
負

担
金
を
改
正
し
ま
す
。
な
お
、

経
過
措
置
と
し
て
平
成
十
年
七

月
一
日
か
ら
平
成
十
三
年
六
月

三
十
日
の
間
に
出
生
し
た
乳
幼

児
に
つ
い
て
は
、
三
歳
に
達
す

る
ま
で
の
間
は
、
外
来
に
係
る

一
部
負
担
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
老
人
医
療
や
障
害
者
医
療
、

乳
幼
児
医
療
な
ど
の
福
祉
医
療

費
受
給
者
証
を
七
月
一
日
か
ら

更
新
し
ま
す
（
老
人
保
健
法
の

医
療
受
給
者
証
は
更
新
が
あ
り

ま
せ
ん
）。該
当
者
に
は
受
給
者

証
を
六
月
末
日
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
が
、
高
齢
の
身
体
障
害
者

や
母
子
家
庭
等
の
人
に
は
、
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
老
人
世
帯
の
医
療
費
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
七
十
歳
以
上
の

み
の
老
人
世
帯
だ
け
で
な
く
、

六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳
の
老

人
が
混
在
す
る
世
帯
に
対
し
て

も
、
同
じ
世
帯
で
同
じ
月
に
複

数
の
老
人
が
入
院
し
た
と
き
、

入
院
の
一
部
負
担
金
三
万
円
以

上
（
非
課
税
世
帯
は
二
万
一
千

円
以
上
）
を
支
払
っ
た
場
合
、

そ
れ
ら
を
合
算
し
て
三
万
七
千

二
百
円
（
非
課
税
世
帯
は
二
万

四
千
六
百
円
）
を
超
え
た
金
額

を
申
請
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
同
じ
人
が
同
じ
月
に
複

数
の
医
療
機
関
で
、
そ
れ
ぞ
れ

一
部
負
担
金
を
支
払
っ
て
い
る

場
合
も
合
算
で
き
ま
す
。
�

　
老
人
保
健
法
の
受
給
者
で
、

十
三
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
や
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
で
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
負
担
金
減
額
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定

さ
れ
ま
す
と
入
院
時
の
食
事
代

な
ど
が
減
額
に
な
り
ま
す
。
�

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の
�

　
▽
健
康
保
険
証
▽
老
人
保
健

　
医
療
受
給
者
証
▽
印
鑑
▽
過

　
去
一
年
間
で
九
十
日
以
上
入

　
院
さ
れ
た
人
は
、
そ
の
領
収

　
証
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
健
康
福

祉
部
健
康
課
医
療
係
（
☎
２
２

・
３
３
３
７
内
線
５
１
２
・
５

１
３
）
へ
。
�

　
Ｃ
型
肝
炎
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
こ
と
が
多
く
慢
性
肝
炎
、

肝
硬
変
、
肝
が
ん
に
移
行
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
感
染
を

早
期
に
発
見
し
治
療
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
県

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
で
は
、

Ｃ
型
肝
炎
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
�

◆
と
こ
ろ
　
兵
庫
県
洲
本
健
康

　
福
祉
事
務
所
�

◆
と
　
き
　
第
一
〜
四
水
曜
日
、

　
午
前
十
時
〜
正
午
�

◆
費
　
用
　
千
六
百
十
円
（
た

　
だ
し
十
月
末
ま
で
は
エ
イ
ズ

　
検
査
と
同
時
に
受
診
さ
れ
る

　
人
は
無
料
）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く
は
、

同
事
務
所
保
健
指
導
課
（
☎
２

２
・
３
５
４
１
内
線
３
４
５
、

２
６
・
２
０
６
３
へ
）。
電
話
、

来
所
に
よ
る
予
約
が
必
要
で
す
。
�

◆
七
月
十
八
日
（水）
�

▽
午
前
九
時
四
十
五
分
〜
十
一
時
�

　
Ｊ
Ａ
日
の
出
洲
本
支
店
�

◆
七
月
十
九
日
（木）
�

▽
午
前
十
時
〜
正
午
�

　
洲
本
郵
便
局
�

▽
午
後
一
時
半
〜
三
時
半
�

　
関
西
電
力
（株）
淡
路
営
業
所
�

　
兵
庫
県
で
は
、
エ
イ
ズ
予
防

の
重
点
啓
発
時
期
と
し
て
、
六

月
を
「
エ
イ
ズ
予
防
月
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
�

　「
エ
イ
ズ
」
と
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ

イ
チ
・
ア
イ
・
ブ
イ
）
と
い
う

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に

よ
り
起
こ
る
病
気
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

に
感
染
す
る
と
病
気
か
ら
身
体

を
守
っ
て
い
る
免
疫
機
能
が
徐

徐
に
破
壊
さ
れ
、
病
原
体
な
ど

に
対
す
る
抵
抗
力
が
低
下
し
、

様
々
な
感
染
症
（
日
和
見
感
染

症
）
や
カ
ポ
ジ
肉
腫
な
ど
の
悪

性
腫
瘍
に
か
か
っ
て
し
ま
う
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
感
染
」

の
経
路
は
、
空
気
感
染
や
握
手

程
度
の
接
触
で
は
感
染
し
ま
せ

ん
。
主
に
、
性
的
接
触
（
精
液

・
膣
分
泌
液
）
や
血
液
感
染
、

母
子
感
染
（
子
宮
内
、
産
道
、

母
乳
）
に
よ
る
感
染
で
す
。
�

　
ま
た
、
感
染
初
期
は
エ
イ
ズ

特
有
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

感
染
の
有
無
に
つ
い
て
は
血
液

検
査
に
よ
っ
て
確
認
で
き
ま
す
。
�

　「
洲
本
保
健
福
祉
事
務
所（
旧

名
　
洲
本
保
健
所
）
」
で
は
、

エ
イ
ズ
に
つ
い
て
電
話
や
来
所

に
よ
る
相
談
を
随
時
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
�

・対象年齢�

・所得制限�

Ｃ
型
肝
炎
検
査
を
�

　
　
行
っ
て
い
ま
す
�

献

血

日

程

�
六
月
は
�

　
エ
イ
ズ
予
防
月
間
�

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
�

　
　
　
　
　
　
　
更
新
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
更
新
し
ま
す
�

高
額
医
療
費
制
度
に
つ
い
て

高
額
医
療
費
制
度
に
つ
い
て
�

高
額
医
療
費
制
度
に
つ
い
て
�

老
人
保
健
負
担
金
減
額
申
請
の

老
人
保
健
負
担
金
減
額
申
請
の
�

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
�

老
人
保
健
負
担
金
減
額
申
請
の
�

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
�

老
人
医
療
費
・
乳
幼
児
医
療
費
の

老
人
医
療
費
・
乳
幼
児
医
療
費
の
�

助
成
制
度
が
一
部
改
正
に
な
り
ま
す

助
成
制
度
が
一
部
改
正
に
な
り
ま
す
�

乳幼児医療費助成制度�

老人医療費助成制度�
�

・外来　０歳児～２歳児　・入院　０歳児～５歳児�

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
�

　
　
　
　
　
　
　
更
新
し
ま
す
�

老齢福祉年金の所得制限額を準用（本人及び配偶者・扶養義�

務者）�

（注）平成１５年７月１日以降は、市民税非課税の人となります。�

現　　行�

改 正 後�

現　　行�

改 正 後�

現　　行�

改 正 後�

・一部負担金�

・入院の場合、負担はありません�

・外来の場合は医療費の一割を負担していただきます。�

　同じ乳幼児について１か月の一部負担金の合計が５千円を�

　超えた場合は、申請によりその超えた金額を支給します。�

入院・外来とも負担はありません�

入院・外来とも５歳児まで（満６歳の誕生月の末日まで）�

本人が市民税非課税、または合計所得額が１４５万円以下�

の人�

老
人
医
療
費
・
乳
幼
児
医
療
費
の
�

助
成
制
度
が
一
部
改
正
に
な
り
ま
す
�



１４�

写真�ニュース�

イングランドの丘で洲本の日�すっかり定着しました「花の祭典」�

図書館が「ベストリフォーム賞」受賞�

「お登勢」セミナーに笹野さんも�紀淡連絡道路の早期実現を�

6月1日は「善意の日」�点字誘導ブロックをふさがないで�

追悼式が行われました�

　洲本市立図書館が社団法人建築・設備維持保全推進協会（ＢＥ
ＬＣＡ）から「第１０回ＢＥＬＣＡ賞」（ベストリフォーム部門）
を受賞しました。旧紡績工場のレンガ壁体を残し、新しい機能の
建築に組み込むことの難しさを克服し、優れた図書館として蘇ら
せた点が高い評価を得ました。�

　洲本市戦没者追悼式が５月１６日、市民会館で行われまし
た。西南戦争、第二次大戦などで、親族を失った遺族８００
人が参加し、黙とうを捧げ、その後代表者が献花を行いまし
た。�

　「紀淡連絡道路実現期成同盟会」の総会が、５月２４
日、四州園で行われました。総会の後、香川大学経済学
部井原健雄教授の「紀淡連絡道路を見据えた地域振興の
あり方」というテーマで講演が行われました。�

　「お登勢の町すもと会
（石櫃正美代表）」など
主催よる「ＮＨＫ公開セ
ミナー「お登勢の時代」
が５月１９日淡路文化史
料館で開催されました。
第１部は現在放送中の金
曜時代劇「お登勢」の出
演者笹野高史さんとプロ
デューサーの吉川幸司さ
んを迎えたトークショー、
第２部は淡路地方史研究会会長、武田信一さんによる「お登勢の時代」と題した
講演が行われました。�

　健康福祉館前には視覚障害者のための点字誘導
ブロックがあり、車を停めると通行の妨げになり
ます。同会館前の洲本バスセンター前駐車場をご
利用ください。１時間以内は無料です。�

　「善意の日」の６月１日、中川市長、上田市議会議長らが由良総合福祉センター
を訪問しました。また、県が善行のあった人に贈るのじぎく賞を千草地区給食グル
ープ（写真右）と青少年スポーツ指導の正木康之さんが受賞。中川市長から伝達さ
れました。そのほか、老人クラブの皆さんによる清掃奉仕などが行なわれました。�

　御食国横の多目的広場で５月２０日「花の祭
典」が開催されました。すっかり定着した四季
のイベントの一つで、今回はカーネーションな
どの切り花や、野菜の販売などが行われました。
祭典開始の９時半前から大勢の人が集まり、た
い肥の無料配付には、行列ができました。�

　淡路ファームパークイングランドの丘エリアで、
５月１２日、淡路２００１年記念事業「洲本市の日」
として、「淡路島おどり」や市の名産品の販売が行
われました。また、２０日には、同記念事業として、
「淡路花街道めぐり」として、市内の花の名所をま
わるウォーキングも行われました。�



１５�

広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝�
本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

屋台村オープン�

不法投棄は見逃しません�

加茂小学校で運動会�

　郵便局員が集配中に発見した不法投棄のごみや危険地域などを、
市役所に連絡するという覚え書きを５月１７日締結しました。家電
リサイクル法施行により、テレビ、冷蔵庫などの不法投棄が懸念さ
れるため、この覚書により不法投棄がすばやく発見され、減少する
ことが期待されます。�

　洲本商工会議所別館前に５月１９日、たこ焼き屋や揚げ物屋の
屋台村がオープンしました。屋台村は、同館に事務所がある市街
地活性化センターの「まちなか拠点委員会」が中心となって企画
したもので、洲本飲食組合などが出店しています。今後は、毎週
金、土曜日の午後５時から深夜零時まで開店する予定です。�

　加茂小学校で６月３日、運動会がありました。毎年運動会は、秋に行わ
れていますが、今年は校舎改築のため、この季節になりました。初夏の日
差しの中、生徒たちは力いっぱい競争や演技を行いました。�

◆今月の拠点回収　6月28日（木）、午前7時～正午　資源のリサイクルにご協力お願いします。�

6月1日～7日までは水道週間です�

ソロプチミストからのプレゼント�

ｉモードでも時刻表が�

　市水道事業所では、市内の小・中学生のポスターや習字の中
から優秀な作品を水道週間中の６月１日～７日、市民会館に展
示しました。そのほか、小学生が浄水場の見学に訪れました。�

　「国際ソロプチミスト淡路（琴井谷あさ子会長）」の皆さん
が５月１０日、社会福祉協議会にデイサービス送迎用の自動車
を、また１１日には洲本第一小学校に同会員が廃食油で作った
せっけんを贈呈しました。このせっけんは、市内の小学５、６
年生９７０人に配られました。�

　洲本パールライン（洲
本～関空航路）の時刻表
が、携帯電話のｉモード
でも見ることができるよ
うになりました。このほ
か洲本～神戸間の高速バ
スの時刻表も掲載されて
います。市民の皆さんも
一度ご利用ください。ア
ドレスはhttp://www1.�
sumoto.gr.jp/sumoto
/m/



１６�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報�
にのっていたねと、ひと声か�
けてね。�

　
今
年
も
保
育
園
や
学
校
な
ど

で
歯
科
検
診
の
時
期
を
迎
え
ま

し
た
。
今
回
は
歯
に
つ
い
て
述

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
�

　
口
の
機
能
（
働
き
）
に
は
、

食
べ
る
、
話
す
、
呼
吸
す
る
な

ど
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ

も
、
人
が
生
き
て
い
く
基
本
と

な
る
働
き
で
す
。
特
に
歯
は
、

食
べ
も
の
を
噛
み
く
だ
い
て
、

唾
液
と
食
べ
も
の
と
を
よ
く
混

ぜ
合
せ
、
消
化
吸
収
を
助
け
る

重
要
な
消
化
器
官
の
一
部
と
い

え
ま
す
。
�

　
肉
食
動
物
の
世
界
で
は
、
歯

を
失
う
と
い
う
こ
と
は
、
獲
物

が
取
れ
な
い
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
死
を
意
味
し
ま
す
。
そ
れ

ほ
ど
歯
は
大
切
な
も
の
な
の
で

す
。
�

　
最
近
、
調
理
済
み
食
品
や
炭

酸
飲
料
の
普
及
に
よ
り
や
わ
ら

か
い
食
物
が
中
心
の
食
生
活
と
�

な
り
、
小
中
学
生
が
む
し
歯
や

歯
周
病
に
患
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
歯
を
み
が
か
な
い
で

汚
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

口
の
中
の
細
菌
が
繁
殖
し
ま
す
。
�

特
に
口
の
中
に
い
る
ス
ト
レ
プ

ト
コ
ッ
カ
ス
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
と

い
う
細
菌
は
、
糖
分
を
利
用
し

て
水
に
溶
け
に
く
い
デ
キ
ス
ト

ラ
ン
と
い
う
ネ
バ
ネ
バ
し
た
も

の
を
作
り
ま
す
。
こ
の
デ
キ
ス

ト
ラ
ン
に
ほ
か
の
細
菌
や
食
べ

カ
ス
が
く
っ
つ
い
て
歯
垢
（
プ

ラ
ー
ク
）
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
歯
垢
の
中
の
細
菌
は
、

糖
分
を
材
料
に
し
て
酸
を
作
っ

て
、
歯
を
溶
か
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
�

　
む
し
歯
が
作
っ
た
細
菌
の
毒

素
が
血
液
中
に
侵
入
し
て
、
心

内
膜
炎
や
リ
ウ
マ
チ
熱
な
ど
の

全
身
の
病
気
が
ひ
き
起
こ
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
�

　
む
し
歯
を
防
ぐ
に
は
、
（一）
糖

分
を
摂
り
過
ぎ
な
い
こ
と
。
（二）

歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
を
作
ら
な
�

い
よ
う
に
し
て
、
食
べ
た
ら
時

間
を
か
け
て
て
い
ね
い
に
歯
を

み
が
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
歯
が
し
み
た
り
、
痛
ん
だ

り
し
た
ら
早
め
に
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
�

　
厚
生
労
働
省
が
中
心
に
な
っ

て
八
十
歳
で
二
十
本
の
歯
を
残

そ
う
と
い
う「
８
０
２
０
運
動
」

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
自
分
の
歯
で
楽
し
い
食
事
を

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
も
歯
を
大
切
に
し
て
、

一
生
自
分
の
歯
で
楽
し
い
老
後

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
�

歯

に

つ

い

て

�

藤原歯科診療所�

藤原　宗歯科医師�

◆
と
　
き
　
八
月
三
日
（金）
〜
九

　
日
（木）
�

◆
訪
問
地
　
中
華
人
民
共
和
国
�

　
（
天
津
・
北
京
）
�

◆
定
　
員
　
三
十
人
�

◆
募
集
期
間
　
六
月
二
十
二
日
�

　
（金）
（
当
日
消
印
有
効
）
�

◆
参
加
費
�

　
①
十
二
歳
以
上
　
十
二
万
円
�

　
②
十
二
歳
未
満
　
十
一
万
三
�

　
　
千
七
百
円
�

▼
申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く
は

（財）
兵
庫
県
青
少
年
本
部
青
少
年

交
流
担
当
（
☎
０
７
８
・
３
６

０
・
８
５
８
１
）
へ
。
�

第
十
五
回�

兵
庫
県
少
年
少
女
海
外
ス
ク
ー
ル�

参
加
者
募
集�

か�

◆7月は「社会を明るくする運動」�
　強調月間です�

犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更正について理解を深め、それぞれの立場に�
おいて力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。�

　
不
法
滞
在
者
の
ほ
と
ん
ど
が

不
法
就
労
者
で
あ
り
、
そ
の
背

景
に
は
、
不
法
滞
在
者
を
斡
旋

す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
悪
質
な
雇

用
主
が
い
ま
す
。
正
し
い
外
国

人
労
働
者
は
、
在
留
期
限
を
過

ぎ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
短
期

滞
在
・
留
学
・
就
学
・
研
修
・

文
化
活
動
な
ど
で
来
日
し
て
い

る
人
は
、
資
格
外
活
動
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
働
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
興
行
の
人
が

接
待
接
客
業
に
従
事
し
た
り
、

技
能
の
人
が
外
国
語
講
師
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
す
る
な
ど
資
格
を

も
っ
て
い
て
も
、
資
格
の
範
囲

を
越
え
た
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。�

　
洲
本
実
業
高
校
で
は
、「
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
２１
」
と
し
て
パ
ソ

コ
ン
講
座
と
電
子
工
作
教
室
を

実
施
し
ま
す
。
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
実
業
高
校
�

◆
費
　
用
　
無
料
�

親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
�

▽
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う

◆
と
　
き
　
七
月
二
十
三
日
（月）

　
午
前
九
時
〜
正
午
�

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
�

　
ー
ル
を
体
験
し
よ
う
�

◆
と
　
き
　
七
月
二
十
四
日
（火）

　
午
前
九
時
〜
正
午
�

◆
定
　
員
　
そ
れ
ぞ
れ
小
学
生

　
親
子
二
十
組
�

電
子
工
作
教
室（
ラ
ジ
オ
製
作
）
�

◆
と
　
き
　
七
月
二
十
五
日
（水）

　
午
前
九
時
〜
正
午
�

◆
定
　
員
　
中
学
生
二
十
人
�

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
・
学
校
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
宇
山
２
―
８
―
６５
洲

本
実
業
高
校
西
井
ま
で
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
洲
本
実
業
高
校

（
☎
２
２
・
１
２
４
０
）
へ
。
�

来
日
外
国
人
の�

不
法
滞
在
・
不
法
就
労�

防
止
に
御
協
力
を�

パ
ソ
コ
ン
講
座
等�

　
受
講
生
募
集�



１７�

ヘ
ビ
ト
ン
ボ
の
仲
間� ２３０�

９２�

ヤマトクロスジヘビトンボ�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

ト

マ

ト

か

ん

�

■
作
り
方�

①
寒
天
は
よ
く
洗
い
、
分
量
の

水
に
浸
し
て
お
く
。�

②
ト
マ
ト
、
り
ん
ご
は
皮
を
む

き
、
ミ
キ
サ
ー
で
ジ
ュ
ー
ス
に

す
る
。�

③
①
、
②
を
鍋
に
入
れ
火
に
か

け
、
寒
天
を
煮
溶
か
す
。�

④
型
に
入
れ
、
冷
や
し
固
め
る
。

　
ト
マ
ト
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

に
な
る
カ
ロ
チ
ン
の
ほ
か
、
多

く
の
ビ
タ
ミ
ン
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
低
カ
ロ
リ
ー
な
の
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
気
に
な
る
人
に

も
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
お

や
つ
で
す
。�

　
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
の
仲
間
は
、
頭

が
ヘ
ビ
に
似
て
四
枚
の
羽
を
持

っ
て
い
ま
す
が
、
ト
ン
ボ
と
は

全
く
別
の
仲
間
で
す
。
成
虫
は

昼
間
木
の
枝
な
ど
に
静
止
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
夜
に
な
る

と
灯
火
に
も
飛
来
し
ま
す
。�

　
幼
虫
は
流
れ
の
あ
る
水
中
の

石
の
下
に
す
み
、
虫
類
を
食
べ

て
育
ち
ま
す
。
成
熟
す
る
と
陸

に
上
が
り
、
石
の
下
や
倒
木
の

下
で
さ
な
ぎ
に
な
り
ま
す
。
こ

の
幼
虫
は
『
孫
太
郎
虫
』
と
呼

ば
れ
、
昔
は
漢
方
薬
と
し
て
有

名
な
も
の
で
し
た
。�

　
一
番
普
通
の
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
は
、

北
海
道
か
ら
九
州
に
か
け
て
分

布
し
、
淡
路
で
も
各
地
で
見
ら

れ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
殆
ど

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。�

　
ヤ
マ
ト
ク
ロ
ス
ジ
ヘ
ビ
ト
ン

ボ
は
、
五
月
下
旬
か
ら
現
れ
、

数
は
少
な
い
の
で
す
が
、
由
良

な
ど
で
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

◆材料（４人分）�

トマト　　　　　小１コ�
　　　　　　（１００　）�

りんご　　　　　　　 個　�
　　　　　　　（５０　）�

寒天　　　　　　　　 本　　�

水　　　　　　１５０cc�

（好みでさとうを加える）�

　１人分�

　エネルギー　　２４　�

　食物せんい　　１.９　�

栄養士 小 丸 恭 子�

　
国
家
公
務
員
Ⅲ
種
試
験
（
高

校
卒
業
程
度
）
が
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。
�

◆
職
　
種
　
行
政
職
、
技
術
職
、

　
郵
政
職
、
税
務
職
�

◆
受
付
期
間
　
六
月
二
十
日
（水）

　
〜
二
十
七
日
（水）
�

◆
一
次
試
験
　
九
月
二
日
（日）
�

▼
詳
し
く
は
、
人
事
院
近
畿
事
�

務
局
（
☎
０
６
・
６
９
４
１
・
�

２
１
２
１
）
へ
。
�

国
家
公
務
員
（
　
種
）�

　
試

験

案

内�

カロ�
リー�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎ 24・4830　青雲中学校前）へ。�▼

１�
４�

１�
２�

　
二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
職
場

に
お
い
て
、
女
性
が
そ
の
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
雇

用
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

我
が
国
が
将
来
に
わ
た
っ
て
経

済
社
会
の
活
力
を
維
持
し
て
い

く
上
で
、
ま
す
ま
す
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
企
業
に
お
い
て

は
、
雇
用
管
理
の
あ
ら
ゆ
る
面

に
お
い
て
、
性
別
に
よ
る
こ
と

な
く
、
個
々
人
の
意
欲
、
能
力
、

適
性
に
基
づ
く
公
正
な
取
扱
い

を
行
う
と
と
も
に
、
男
女
労
働

者
の
間
に
事
実
上
生
じ
て
い
る

格
差
を
解
消
す
る
た
め
の
積
極

的
取
組
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
）
を
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女

性
自
身
も
、
仕
事
に
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
能
力
発
揮
を

妨
げ
て
い
る
問
題
の
解
決
に
自

主
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。�

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
収
入

の
減
少
な
ど
に
よ
り
住
宅
ロ
ー

ン
の
返
済
が
困
難
と
な
っ
た
人

に
対
し
、
返
済
方
法
の
変
更
な

ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
各
金
融
機
関
の
主
要
店
舗

や
住
宅
金
融
公
庫
大
阪
支
店
に

は
返
済
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

返
済
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。�

▼
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫

大
阪
支
店
（
☎
０
６
・
６
２
８�

１
・
９
５
６
９
）
へ
。�

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正

規
の
大
学
で
す
。
四
年
以
上
在

学
し
所
定
の
単
位
を
修
得
す
れ

ば
、
「
学
士
（
教
養
）
」
の
学

位
が
取
得
で
き
ま
す
。
幅
広
い

分
野
の
約
三
百
二
十
科
目
を
そ

ろ
え
、
一
科
目
か
ら
で
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
入

学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

◆
募
集
学
生
　
全
科
履
修
生
�

　（
卒
業
を
目
指
す
学
生
）・
選

　
科
履
修
生
（
一
年
間
在
学
す

　
る
学
生
）・
科
目
履
修
生（
一

　
学
期
間
「
六
か
月
」
在
学
す

　
る
学
生
）
�

◆
出
願
受
付
　
八
月
十
五
日
（水）

　
（
予
定
）
ま
で
�

◆
視
聴
方
法
　
洲
本
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

（
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
必
要
）。

（
資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
８
６
４
・
６
０
０
）
�

▼
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
兵
庫

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
９
８

・
４
８
・
５
４
８
６
）
へ
。
�

六
月
は
�

男
女
雇
用
機
会
�

均
等
月
間
で
す
�

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
で�

お
困
り
の
方
は�

　
　
　
　
ご
相
談
を�

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス�

　
放

送

大

学

�

　
学

生

募

集

�



１８�

わが家の　ホ ー プ�

水 野 恵 利 ちゃん�

（平成12年6月18日生まれ）�（本町）�

１歳のお誕生日おめでとう。これからも元気に育ってね。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　母：智子さん�

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：30～7：00（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

私たちの街は�
　　私たちの手で美しく�

◆市民税県民税　　　　第１期・納期前納付�

◆納　期　　　　　　　７月２日�

◆納税は、便利な口座振替えをご利用ください。�

　　　　　洲本市総務部税務課�

�

　今年の夏は、�

ヘリコプターで、�

空の旅を楽しん�

でみませんか？�

神戸～但馬間ではヘリコプター�

の定期運行が行われています。�

◆料　金  �

　神戸～但馬　片道１１,０００円（小人５,５００円）�

　神戸～湯村　片道１２,０００円（小人６,０００円）�

　定期便は土曜便、日曜便（臨時便も運行可能）。�

　詳しくは、（財）兵庫県自治会（☎０７８・３６１・１７１４）へ。�

◆職種・応募資格　　情報教育指導補助員（小中高校教諭

　免許状を有するコンピューター経験者）　事務補助員

　（特になし）　外国人児童指導員（スペイン語、ポルト

　ガル語の日常会話が出来る人）�

◆雇用期間　本年１０月１日～平成１４年３月３０日�

◆受　　付　６月１８日～７月２日�

　申し込みなど、詳しくは、兵庫県教育委員会淡路教育事

務所総務課（☎２２・３５４１内線２７６）へ。�

　洲本市民会館が主催するコンサートなどの催し（市民会館

自主事業）に、ご協力いただけるボランティアを募集します。�

　これまで市民会館自主事業「はまべのうたコンサート」を

２回ボランティアの皆さんにお手伝い頂いています。�

◆内　　容　自主事業を行った場合、会場の設営や整理、宛

　名書などの事務処理、資材の調達搬送など年数回の予定。�

◆募集期間　７月３１日（火）まで�

　申し込みは、市民会館窓口に、申込用紙を備えつけており

ます。詳しくは同会館（☎２２・１３１５）へ。�

◆対象者　介護に関心のある方�

◆と　き　６月２１日（木）・２８日（木）、午後１時３０分～３時

　３０分�

◆ところ　洲本市総合福祉会館　３Ｆ多目的ホール�

◆定　員　各３０人�

◆受講料　無料�

◆持ってくるもの　１回目パジャマ、２回目タオル２枚�

◆対象者　音楽に興味のある人や、地域で介護のボランティ

　アを行っている人など�

◆と　き　７月１９日（木）、午後１時３０分～３時３０分�

◆ところ　洲本市総合福祉館　３Ｆ多目的ホール�

◆定　員　５０人�

◆受講料　１,０００円�

　申込など、詳しくは、洲本市社会福祉協議会（☎２６・０

０２２）へ。�

◆と　き　１０月３０日（火）～１１月８日（木）�

◆訪問地　中華人民共和国・ベトナム社会主義共和国�

◆定　員　４００人（先着順）�

◆参加費　１７４,０００円より�

◆と　　き　１０月３０日（火）～１１月８日（木）�

◆訪 問 地　中華人民共和国（香港・広州・上海）�

◆参 加 費　１１０,０００円（参加費２２０,０００万円の

　うち半額を兵庫県が負担）�

◆応募資格　兵庫県に在住の概ね満２０歳から４０歳までの人�

◆定　　員　５０人（選考）�

◆募集期間　７月１９日（木）まで�

　申し込みなど詳しくは、（財）兵庫県青少年本部（☎０７８・

３６０・８５８１）へ。�

▼
�

▼
�

▽
�

▽
�

▽
�

ヘリで但馬へひとっとび！！�

兵庫県非常勤嘱託員募集�兵庫県非常勤嘱託員募集�

平成12年度中の個人情報保護条例の請求は、ありませんでした。市個人情報保護条例第32条の規定により公表します。�

今月の納税�

全 島 一 斉 清 掃 の 日全 島 一 斉 清 掃 の 日 �
7月1

日�

全 島 一 斉 清 掃 の 日 �
みんなそろって参加しましょう�

ボランティアに参加してみませんか！�

▼
�

▼
�

▼
�

家庭介護体験講座　受講生募集�

音楽活動ボランティア講座　受講生募集�

ひょうご県民交流の船　参加者募集�

兵庫県青年洋上大学　参加者募集�

▽
▽
▽
�



お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

１９� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

　６月、７月の乳幼児健康診査を次�

のとおり行います。対象者には問診�

票などを送付しますので、母子手帳�

を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。７月�
　４日（水）、７月１８日（水）、（受付・市�

　役所市民相談係で電話による�

　予約受付けをしています。☎２２�
　・３３２１内線３４５・３４６）�

　総合福祉会館で。�

行政相談　７月１１日（水）、午後１時�
　１５分～（受付・午後１時３０分�

　まで）総合福祉会館で。�

社会保険相談　毎月第３金曜日、午�
　前１０時～午後３時、市民会館で。�

心配ごと相談　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜・祝日の場�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

洲本健康福祉事務所で�

６月２１日（木）�

６月２９日（金）�

７月５日（木）�

７月１２日（木）�

７月１９日（木）�

７月２７日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �

午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１２年８月生�

�

�

Ｈ１１年１１月生�

�

�

�

Ｈ１１年１２月生�

Ｈ１３年２月生�

�

�

�

Ｈ１３年３月生�

�

�

�

�

Ｈ１０年４月生�

�

栄養表示相談　毎月第１・３月曜日、�
　午前１０時～正午（予約が必要）�

栄養専門相談　毎月第１・３月曜日、�
　午後１時～５時（予約が必要）�

胃がん検診　７月４日（水）、午前９時�
　～正午（申込・市保健センターへ）�

２時間人間ドック　火・水・木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�

　～（料金１５，５８０円、申込・洲�

　本保健所へ）洲本市民で国民健康�

　保険に加入し３０歳以上の人に�

　８，０００円、社会保険などの加入�

　者で４０歳以上の人に５，０００円の�

　助成があります。（ただし１年度�

　１回限り）　　�

　合は翌日）午後１時～４時、総合�

　福祉会館で。電話での相談にも応�

　じています（☎２６・００２２）。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター（☎�
　２２・４５４７）で。�

母子家庭相談　毎週金曜日午前１０�
　時３０分～午後５時、福祉事務所で。�

高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�

　（　　０１２０・３６・７８３０）�

　で。介護相談なども行っています。　　�

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

（☎２２・０７１２）�

《図書館の行事のご案内》�
「おはなし会」�

◆第２・第４土曜日◆�

◇第３土曜日◇�

　　　時間：午後２時～�

　　　場所：おはなしのへや�

第３土曜日は、３歳くらいまでのお

子さんとその保護者を対象にしたお

はなし会です。�

「おりがみ教室」�
　　　第４土曜日　午後３時～�

　　　場所：２階　視聴覚室�

「おりがみ教室」参加申込は前日ま

で、参加資格は、４歳以上の人です。

定員４０人です。（休館日は月曜・

祝日・毎月末です）�

「対面朗読サービス」�
要予約。図書館の資料などを対面朗

読室でお読みします。ご予約は随時

受付ています。�

�

《図書検索システム》�
　インターネットで図書館の資料を

探せるのはご存知ですか？�

　なかなか図書館に来れない人、仕

事などで開館時間に行けないという

人に、貸出中の資料の予約や、当館

にない資料の、購入希望もして頂け

るようになっています。�

　ほかにも、図書館ホームページに

は図書館に関する情報を載せていま

すので、ぜひご活用ください。�

(図書館ホームページ)�

http://www.library.city.sumoto.hyogo.jp
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ママメイト（対象：妊婦）�
　いのちって何だ　毎月第１～４月�
　　曜日、受付・午前９時３０分～�

　お母さんは元気　６月２６日（火）、�
　　受付・午後１時３０分～�

　おっぱいで育てたい　８月２１日�
　　（火）、受付・午後１時３０分～�

　赤ちゃん大好き　７月１０日（火）、�
　　受付・午後１時３０分～�

　こんにちは赤ちゃん　８月７日（火）、�
　　受付・午後１時３０分～�

　離乳食のおけいこ　７月４日（水）、�
　　受付・午後１時３０分～�

離乳食教室　７月４日（水）、午後１時�
　～３時�

７か月児相談　７月１８日（水）、受付�
　・午前９時４５分～１０時、対象�

　者（Ｈ１２．１２月生まれ）には�

　案内、問診票などを送付します。�

２歳児健康相談　６月２８日（木）、受�
　付・午後１時～１時１５分、対象�

　者（Ｈ１１．６月生まれ）には案�

　内、問診票などを送付します。�

乳幼児相談　７月１３日（金）、午前９�
　時３０分～１１時�

歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�

　素塗布を同時に行います（予約が�

　必要、料金１，４８０円）。�

成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２・�

　４月曜日）�

�
�
成人健康相談　７月２日（月）、午後�
　１時３０分～３時�

�

�

成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成�

　人病相談など・予約が必要）�

心の相談　毎月第２火曜日、奇数月�
　第３火曜日、予約制・午後１時３０�

　分～（精神病、痴呆、アルコール�

　その他心の相談など。）�

◆社会保険相談日が変更されます。市民会館会議室で毎月第3金曜日に行っている社会保険相談を�
　本年7月については、第4金曜日の7月27日に行います。　　　　　　市民課国保年金係�
�



�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������

yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyy

�����
�����

�����「お登勢の町すもと」を歩く会が、５月２０日行われ、市立淡路

文化史料館をスタート地点に三熊山から市街地にまたがる約５　

のコースを歩きました。島内外から約１５０人が参加してハイキ

ング気分でお登勢ゆかりの地を訪ねました。�

キ�
　ロ�

アルチザンスクエア（仮称）前の市民広場に「静内の庭」を設置しました。�


